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　６月１１日（木）、大手門パルズにおいて連合山形第３４回地方委員会
が開催され、春闘の中間まとめと下期の主要活動計画についての議案
が承認されました。
　冒頭大泉会長は、今春闘の状況に触れ、「連合本部の集計では２年
連続ベースアップの引き上げとなっているが、中小企業ではさほどの
改善がなされておらず、大手との格差が拡大している。」などとし、
交渉力を強くして格差是正していこうと訴えました。また、山形市長
選挙について、推薦決定した梅津庸成氏をオール山形の一員として、
全力で支援していこうと訴えました。　　
　大泉会長が任期途中に退任されることから、会長代行に岡田新一副会長（自治労）が選出
され、今年11月５日開催予定の第28回定期大会まで、会長代行としての任に就くこととなり
ました。
　議事終了後、地方委員会開催前に行われた第７回執行委員会で、山形市長選（９月13日投
開票）に出馬予定の梅津庸成氏を推薦決定したことが報告され、梅津氏が紹介され決意を語
りました。
　地方委員会の最後に、労働者保護ルール改悪断固阻止への取り組みの強化をはじめ、下期
の取り組みを確実に実行し、山形市長選挙に勝利していこうとする特別決議を採択し、岡田
新一会長代行の「団結ガンバロー」で締めくくりました。

【地方委員からの発言】
●渡邉特別地方委員（青年委員会）
・開催予定の「ボウリング大会＆ビア
ガーデン交流会」および「青年交流集
会」への積極的な参加をお願いしたい。

●中村地方委員（自治労）
・労働者保護ルール改悪阻止のための更
なる行動を積極的に実施してほしい。
・集団的自衛権行使に向けた安全保障関
連法案阻止に向けた運動を進めてほし
い。
・山形市長選挙において梅津ようせい氏を絶対当選させ、
来年の参議院選、再来年の県知事選につなげていかな
ければならない。家族、知人、友人、親戚に声掛けす
る取り組みを強化してほしい。

●舩山地方委員（自治労）
・２年後に人事評価制度を各自治体で実施することを義

務付ける法改正がされた。相対評価に
よって昇給や賃金等に反映していくこ
とが予想される。支援をお願いしたい。
・自治体における臨時雇い職員の比率が
大きくなっているが、任用としての雇
用のため、労働問題が発生している。
対応するために非正規の組織化を進めていく必要があ
り、連合山形の協力をお願いしたい。

●小野地方委員（高教組）
・18歳での投票権の付与について国会で
決定されようとしているが、組合活動
への影響が出るのではないかなど、高
教組として非常に不安を抱えている。連合はどのよう
に考え、対応していくのか。
・マイナンバー制度について、年金の情報漏えい問題も
あり不安である。連合としてどう対応していくのか。
・障がい者福祉施設は数も職員も不足しており、施設充
実についての取り組みをお願いする。

「第34回地方委員会」を開催
大泉会長が退任、岡田副会長が会長代行に

決意表明する梅津庸成氏

岡田会長代行によるガンバロー三唱
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山形市長選挙に
梅津ようせい氏を推薦決定！

　任期満了に伴う山形市長選挙（2015年９月６日告示、９月１３日投開票）に向けて、連合山形は、６月１１日（木）に
開催された第７回執行委員会で、新人の梅津庸成氏を推薦することを決定しました。連合山形は、梅津庸成氏より推
薦要請があり、連合山形地域協議会四役会（６月８日開催）および連合山形政治センター（６月１０日開催）の協議結
果を受け、推薦を決定しました。
　梅津庸成氏に対して、「①これまでの民主的な活動は、連合山形と良好な関係を構築できる候補者である。②市民
を主役とした市政運営、政策の実行を任せられる候補者である。③一般社団法人山形県経済社会研究所の専務理事と
して、連合山形と連携をはかってきた。」との実績と評価をし、これまでの連合山形との連携、連合山形地域協議会
幹事会および連合山形政治センターの協議結果を踏まえ、梅津庸成氏を連合山形「推薦」とすることに決定したもの
です。
　梅津庸成氏は、48歳。現在、山形県行政書士会山形支部幹事・山形県防災士会会長・日本防災士会理事・東北福祉
大学特任講師。

略　歴
Ｓ42．２ 山形市印役町生まれ　蔵王一小、蔵王一中出身、山形東高卒業
Ｈ２ 慶應義塾大学法学部卒業　防衛省（庁）入省
Ｈ５～６ 米国ジョージ・ワシントン大学ガストン・シグール東アジア研究センター（ワシントンＤＣ）

客員研究員
Ｈ22～22 外務省軍縮不拡散・科学部生物・化学兵器禁止条約室長
Ｈ22．７ 参院選山形選挙区に出馬　山形市で５２，９７２人の票を獲得
Ｈ２２． １１ 農林水産大臣秘書官（政務）
Ｈ25．１～ 行政書士梅津ようせい事務所を開設

“ 山形で生まれ、山形で育つ ”
オール山形‼　梅津ようせい
� 　必勝に向けがんばろう！
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労働者派遣法改悪反対を訴える岡田会長代行

　７月３日、連合山形は、２０１５年度山形地方最低賃金審議会の
審議開始を前に、山形県最低賃金の実効ある水準への改善をは
かるため、山形労働局に要請行動を行いました。
　岡田新一連合山形会長代行より、要請書が石澤労働基準監督
課長に手交され、６月末までに寄せられた３万８１３筆の「最低
賃金の大幅引き上げを求める」署名を提出しました。要請は、
①山形県の地域別最低賃金を早期に８００円へ引き上げること。
②基幹的労働者にふさわしい特定（産別）最低賃金の水準を確
保すること。③使用者側に対し、最低賃金法の遵守を徹底する
こと、の３項目。
　昨年の審議会において、山形県の最低賃金を１５円引き上げる
ことを決定し、現在、最低賃金は６８０円。しかし、連合が試算

する山形県における単身者の最低生計費は、時給にして９００円で、まだ２２０円も足りません。２０１０年の「雇用戦略
対話」＊において、２０２０年までの目標として「できる限り早期に全国最低８００円を確保し、景気状況に配慮しつつ、
全国平均１０００円を目指すこと」と合意しています。まず、早期に８００円に引き上げ、生活できる賃金にしていか
なければなりません。みなさんの声を広げていきましょう。

＊「雇用戦略対話」とは
　緊急雇用対策（2009年１０月２３日緊急雇用対策本部決定）に基づき、雇用戦略に関する重要事項について、
内閣総理大臣の主導の下で、労働界・産業界を始め各界のリーダーや有識者が参加し、意見交換と合意形
成を図ることを目的として、設置されました。

要請書と署名を提出する岡田会長代行

　６月１９日、労働者派遣法改正法案が、十分な審議が尽く
されないままに衆議院本会議において可決されました。審
議においても、直接雇用化などの「雇用安定措置」の実効
性が全くないことなど問題点が次々と明らかになってきた
にもかかわらず可決され、“生涯派遣で低賃金 ”の派遣労
働者を拡大させるとともに、派遣労働者の雇用不安を増大
させる内容となりました。3年毎に人を入れ替え続ければ、
派遣社員を無期限に使い続けられるようになり、派遣社員
でずっと仕事を回すことになるため、派遣労働者の拡大が
予想されます。
　連合山形は、労働者保護ルールの改悪に反対し、労働者
派遣法改悪阻止のために集会や街頭宣伝活動などを通じて市民への周知をしてきました。今後も、参議院における労
働者派遣法改正法案の徹底審議を求め、同法案を廃案にすべく取り組みを一層強化していきます。また、過労死を助
長するような労働基準法の改悪についても強く反対していきましょう。

労働者派遣法改正案が衆議院可決
―“生涯派遣で低賃金”の派遣労働者が拡大へ―

最賃の大幅引上げを求め、山形労働局に要請
「最賃、もっと上げて！」３万813筆の署名を提出
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連合山形
�「女性のための全国一斉労働相談」

?

　連合山形女性委員会（大沼香絵委員長）は、６月１１日
（木）山形労働局雇用均等室に対して、「働く女性の活躍促
進に関する要請」を提出しました。
　大沼委員長より青山雄一雇用均等室長に要請書を手渡し、
要請事項の実現に向けて趣旨を説明しました。パート労働者
の処遇改善を目的とした「改正パートタイム労働法」、４月
１日に施行された、男性が仕事と育児を両立しながら働ける
環境整備を促す「改正次世代育成支援対策推進法」など９項
目の要請内容となっており、連合としても雇用均等室と連携
をはかりつつ労働者の処遇改善促進に努めることを伝えまし
た。

　６月１１日（木）－１２日（金）、連合山形「女性のための全国一斉労働相談」を実施しました。
　連合山形事務局において「フリーダイヤル（０１２０－１５４－０５２）」による相談で、連合山形、連合山形地域協議会の
女性委員会役員と、アドバイザー、連合山形事務局が、午前１０時から午後７時まで相談に対応しました。受付開始の
１０時には、早速相談の電話が鳴り、深刻な相談が寄せられました。
　昨年１年間に連合山形に寄せられた労働相談件数は３０２件。うち、女性からの相談が１３７件でした。女性からの相談
で一番多かったのが、セクハラ、パワハラ、マタハラなどの差別関係３５件で、女性からの相談の２６％を占めています。

　６月１１－１２日の２日間に
おける相談件数は１７件で、
「上司が、離婚した理由を
しつこく聞いてくる」「日
曜日に休日出勤するように
言われたが、保育園が休み
で子どもを預けるところが
なく断ると嫌味を言われ
る」など、セクハラ、パワ
ハラ、マタハラに関する相
談が最も多く、１０件寄せら
れています。

要請書を提出する大沼委員長

女性委員会が山形労働局雇用均等室へ要請
―働く女性の活躍促進に関する要請―
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　山形県の労働災害による死傷者数（休業４日以上）は、長期的に減少傾向となっていますが、２０１０年から２０１３年ま
では連続して増加していました。２０１４年では、前年比－６．５％と５年ぶりに死傷者数が減少となりました。しかし、
死亡者は前年より４名多く、１５名の方が労災で亡くなっています。
　もっとも件数が多かったのは「製造業」の２９９件ですが、近年、「小売業」における死亡災害が連続発生しており、
また、「社会福祉施設」ではこの１０年間で倍増し、過去最高の死傷者数となっています。
　２０１４年６月には労働安全衛生法が約９年ぶりに改正され、２０１６年６月にかけて順次施行されますが、「ストレス
チェック」が５０人以上の事業場に義務化されました。労働組合は、ストレスチェックをもとに労使が協議しあい、メ
ンタルヘルス不調の未然防止のみならず、ストレス状況を改善する職場づくりを推進しましょう。
　１０月１日～１２月３１日まで、「山形ゼロ災３か月運動・２０１５」が実施されます。すべての事業場において労働災害を
発生させないために、職場の安全衛生活動を強化しましょう。

　６月２６日（金）～２７日（土）の２日間、「連合東北ブロック男女平等参画推進フォーラム」が天童市の天童ホテル
を会場に開催され、東北各県より１０１名が参加されました。
　１日目は、連合本部の南部副事務局長より「男女平等参画の推進～重要性と課題～」と題して、政府が掲げる「女
性の活躍推進」についての連合としての考えや、連合がめざす男女平等社会の推進について提起され、次いで、ＮＰ
Ｏ法人ファザーリング・ジャパン理事の川島高之さんによる「仕事も家庭も、よくばろう！～脱“不機嫌な職場、不
機嫌な家庭”～」と題して、子育て経験や経営者、ＰＴＡ、ＮＰＯの経験から、「イクボス」についての講演がされま
した。
　２日目は、「職場で実践！ビジネスマナー～あなたは何型？自分を活かすプレゼンテクニック法～」と題して、オ

フィス・ケイ代表の三沢佳代さんからロールプレイ
による実践的な講演とグループディスカッションな
どが行われました。
　参加者からは、「大変有意義だった」「大変勉強に
なった」「開催県の連合山形のおもてなしありがと
う」などの声。来年は福島県での開催となります。

連合東北ブロック
「男女平等フォーラム」が山形県で開催

安全衛生専門委員による現場視察

安全で健康に働くことができる職場にしよう！
― 労災防止対策の強化と労働者の健康確保を －
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　連合は平和運動として、核兵器廃絶による世界の恒久平和の実現と、
被爆者支援の強化をはじめ、在日米軍基地の整理・縮小、日米地位協
定の抜本的見直しに向けた運動、北方領土の早期返還と日ロ平和条約
の締結をめざす運動などに取り組んでいます。そのため、連合は６月
～９月を平和行動月間として、沖縄、広島、長崎、根室での平和行動
を基本に、取り組みを進めています。
　６月２３日～２５日にかけて行われた「平和行動 in 沖縄」には、連合山
形から女性委員会の大沼委員長と秋葉副委員長が参加されました。

� 連合山形女性委員会委員長　大沼　香絵（JAM）
　戦後70年の節目の年、「2015平和行動 in 沖縄」に参
加し改めて戦争と平和について考えさせられました。
新聞やテレビの報道で知っていた普天間・嘉手納の基
地は、実際に見ると何とも言えない気持ちになりまし
た。今まで何も分かっていなかった、また沖縄県民の
気持ちに寄り添うことが無かったと気づいたからです。
　普天間基地を見下ろせる嘉数高台に15時過ぎに到着
した時、ちょうどお帰りの時間だったのか、保育園児
の楽しげな笑い声が聞こえてきました。その上空には、
ヘリコプターやオスプレイが次々と現れてはどこかへ
消えて行く。私の日常とあまりにもかけ離れている沖
縄の現状に、「この未来ある子供達のために私は一体
何が出来るのだろうか？」と考えさせられました。今
の私に出来ることは、今回の体験で得た戦争の悲惨さ
と平和の素晴らしさを一人でも多くの人に伝える事、
決して忘れない事、いつまでも沖縄に関心を持ち続け
る事。それが今の私に出来る事だと感じました。
　帰りの飛行機で沖縄の真っ青な空、エメラルドグ
リーンの穏やかな海を眺めながら、70年前に亡くなら
れた多くの尊い命が天国で心安らかに、また戦争の惨
禍を生き抜いた沖縄のおじいとおばあが心穏やかに元
気で長生き出来ますように、願わずにはいられません
でした。

�連合山形女性委員会副委員長　秋葉奈緒子（交通労連）
　６月２３日、太平洋戦争、日本最大の地上戦とされる
沖縄戦。その組織的戦闘が終結したとされる日。沖縄
では戦争末期において激しい地上戦が行われ２０万人以

上の尊い命が犠牲となりました。中でも一般住民の死
者は軍人の死者をはるかに上回り、沖縄県民の４人に
１人が犠牲になるという甚大かつ悲惨を極めるもので
した。二度と戦いを起こさないことを誓い、人類の平
和を求めるとともに、戦没者を追悼する「慰霊の日」
を迎えました。
　この日、「在日米軍基地の整理・縮小」「日米地位協
定の抜本的見直し」を求め、「次世代への継承」を
もって新たな平和運動をスタートさせる、「２０１５平和
行動 in 沖縄」に参加させていただきました。ピース
フィールドワークでは、連合沖縄の方々のおもてなし
とご案内のもと、戦争の遺構を目にし、事実を知るこ
とにより、報道などで得た自分のわずかな知識に加え、
現実を知ることが出来ました。全国に米軍が自由使用
する専用施設が１１７カ所あるが、その７４．８％が沖縄県
に集中。住宅が建ち並ぶ中にある普天間基地や嘉手納
基地、多くの沖縄の人々の生活が営まれている頭上を
戦闘機が飛び交っている。普天間代替地の建設予定地
をされている名護市・辺野古を瀬嵩の浜から見た際に
は、国際保護獣・ジュゴンの生息地になっているきれ
いな海（ちゅら海）でした。埋め立て、海上基地をつ
くる計画が着々と進められていました。今だ多くの方
が眠るチビチリガマ（洞窟）で哀悼の意を捧げ、沖縄
の人々の心に感じる苦しみ、切なる思いが伝わり、私
も胸がしめつけられました。
　戦後７０年、今もなお人々の戦いは終わってはいませ
んでした。今は平和な世の中なのでしょうか……。世
界に問います。この言葉が突き刺さります。国民みん
なが考えていかなくてはならないと思いました。

連  合
平 和 行 動

2015平和行動 in 沖縄に参加して
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　1945年８月に広島、長崎に原子爆弾が投下され、二十数万人の尊い命が奪われました。その後も多くの被爆者が放
射線障害に苦しめられ後世にも影響を及ぼしています。1996年に国際司法裁判所は核兵器による威圧と使用は国際法
に違反すると国際社会に核兵器廃絶を促しました。しかしながら、核軍縮と核拡散防止を進める国際的枠組みは進ま
ず、世界には未だ２万７千発も核爆弾が存在しています。
　連合は「ノーモア・ヒロシマ」、「ノーモア・ナガサキ」の声を全世界に届け、核兵器の廃絶と恒久平和を実現する
ため、そして被爆者援護施策を充実するため各団体とも連携して強力に運動を展開しています。連合山形においても、
戦後７０年を迎え、「次世代の継承」をテーマに掲げ、大人だけでなく子ど
もたちにも広げた平和運動を行います。

【原爆パネル展の開催】

●期　間　　　２０１５年８月７日（金）～１４日（金）
●場　所　　　大手門パルズ１Ｆ　エレベーターホールおよび３階展示場
●パネル枚数　３０枚程度

【連合山形「平和の語り部」鑑賞会の開催】

　沖縄、広島、長崎、根室（北方領土）の語り部の方の体験や、若者への
メッセージが収録されたＤＶＤ鑑賞会です。同日から開催される「原爆パ
ネル展」を見ていただきながら、戦後７０年を迎え恒久平和について学習し
ていただきたいと思います。
●日　時　　２０１５年８月７日（金）１０：３０～１２：３０
●場　所　　大手門パルズ３Ｆ「葵」

月刊連合を読もう！
�
働く人の視点から、いま社会で起きていることや、連合が力を入れて
いる運動などを分かりやすく解説します。

毎月25日発行
年間購読料：４，３２０円（送料込・税込）

「平和の語り部」鑑賞会と「原爆パネル展」
開催のお知らせ

購読のお申し込みは連合ＨＰへ
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